
 

言語文化教育研究アーカイブズ 

 

イベント名 第 26 回交流会「地域⽇本語教育に関わる私たちが抱える悩みや課題につい
て話しませんか？−愛知県の「地域における初期⽇本語教育モデル事業」か
ら−」 

実施委員会 交流委員会 開催場所 オンライン 
開催日時 2023 年 7 ⽉ 8（⼟）13:00〜14:30 参加人数 18 名（委員を含む） 
参加資格 会員・⾮会員 参加費 無料 

イベント概要（案内文など） 

愛知県では、市町村主体の⽇本語教育の取組みを推進するため、県がモデル的に⽇本語
教室を開催し、地域で活躍できる⼈材を育成する「地域における初期⽇本語教育モデル事
業」を⾏っています。今回の交流会では、話題提供として、この愛知県の取り組みについ
てお話しします。そのうえで、参加者のみなさんがご⾃⾝の活動で感じる悩みや課題につ
いて語り合いながら、それを解決するためにどのような「⼈」が必要なのかを考えたいと
思います。コーディネーターやボランティア、⾏政など、さまざまな⽴場で地域⽇本語教
育に関わる⽅のご参加をお待ちしております。 

話題提供：村⽥⻯樹さん（あいち地域⽇本語教育コーディネーター） 
活動報告 

【話題提供】 
話題提供者より、愛知県における「地域における初期⽇本語教育モデル事業」の紹介や、
実際に活動してみて感じた悩みや課題についてお話がありました。そのうえで、地域⽇本
語教育には「どのような⼈が必要か」という視点から問題提起がありました。 
【グループでの交流】 
4〜5 名のグループに分かれたうえで、次の 3 点を軸に参加者の交流をおこないました。 
・ ⾃⼰紹介〜あなたの地域⽇本語教育との関わり⽅〜 
・ テーマ①〜みなさんが感じる悩みや課題はなに？〜 
・ テーマ②〜それを解決するためにどんな「⼈」が必要？〜 
【まとめ】 
各グループでどのようなことが話題になったのかを代表者 1 名にシェアしてもらいまし
た。それをふまえ、最後に話題提供者より本交流会の総括をしました。 
【参加者のアンケートより】（⼀部抜粋） 
・ 地域⽇本語教育に関する悩みを共有できて、よかったと思います。悩みや課題を話す

ことで⾃分の中で問題が少しクリアになりました。さらに、同じグループの⽅から有
益なアドバイスをいただき、次へ踏み出す⼒になりそうです。 

・ 地域でいろいろな活動を⾏っている⽅、いろいろな⽴場の⽅とお話ができて⾮常に有
意義でした。地域の実情ごとの違いなどからもたくさんのヒントを得ることができた
と思います。 

 


